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震災震災が発生しまが発生しま

した。した。

この東日本大震災により、宮城県では、多くのこの東日本大震災により、宮城県では、多くの尊尊
とうととうと

い命が失い命が失

われました。われました。
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の生活をいっしゅんにしてうばってしまったの生活をいっしゅんにしてうばってしまった
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れてはいけない日となりました。れてはいけない日となりました。

私たちは、この震災のことを私たちは、この震災のことを絶絶
ぜったいぜったい

対対に忘れることなく、後世に忘れることなく、後世

にに語語
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ぎ、今後起こりうるぎ、今後起こりうる災災
さいがいさいがい

害害と向き合い、未来へつなと向き合い、未来へつな

いでいかなくてはなりません。いでいかなくてはなりません。

自然は、私たちに、美しさやめぐみをあたえてくれます。自然は、私たちに、美しさやめぐみをあたえてくれます。

しかし、時として、津波のように自然が大きな力となってしかし、時として、津波のように自然が大きな力となって
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をおよぼすことがあるのです。をおよぼすことがあるのです。

そのその特特
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を知り、しっかりとを知り、しっかりと備備
そなそな

えておくことで命を守るこえておくことで命を守るこ

とができます。とができます。

そのことを東日本大震災から教えられました。そのことを東日本大震災から教えられました。

みんなの命とこれからの子どもたちの命を守るために、みんなの命とこれからの子どもたちの命を守るために、

宮城県では、宮城県では、
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災災教育副読本「未来への教育副読本「未来への絆絆
きずなきずな

」を作成しました。」を作成しました。

この副読本「未来への絆」を使って、家族やこの副読本「未来への絆」を使って、家族や友友
ともだちともだち

達達、、地地
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とのとの

絆を大切にし、自分にはなにができるか考えていきましょう。絆を大切にし、自分にはなにができるか考えていきましょう。

みなさんがみなさんが

未来への命を守る種をまき、未来への命を守る種をまき、

地域のみなさんと防災の根をはり、地域のみなさんと防災の根をはり、
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き続けられるように。き続けられるように。
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